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完成

　東京都板橋区で開発を進めてきました物流施設
「MFLP・LOGIFRONT東京板橋」が完成しま
した。年６月に日本製鉄の工場跡地を当社が
取得し、板橋区の地域の防災力向上に資するべく
行政協議を重ねてまいりました。その後、これま
でオフィスビルや分譲マンションなどで共同事業
の実績がある三井不動産と物流では初めての共同
事業がスタートしました。
　都内最大の延床面積となる今回の物件は、当社
にとっても物流施設における旗艦事業です。跡地
活用にあたっては、板橋区様からさまざまな課題
をお聞きするなかで、当地域における最重点かつ
喫緊の課題として掲げられていた、災害対策の要
素を施設計画に織り込むこととして、国内初の高
台まちづくり制度を活用し、地域の防災力の向上
に貢献しました。着工時に板橋区、テナント企業
として入居するヤマト運輸と「災害時等における
防災施設整備等に関する４者基本合意書」を締結
しました。竣工時には基本合意書をより深度化し

た「４者災害協定書」の締結を予定しています。
具体的には、水害時に高台への避難が間に合わな
い地域住民の方々に緊急一時避難場所を建物内に
準備するとともに、板橋区の災害物資の保管・配
送拠点を整備しています。隣接する区立舟渡水辺
公園と一体で約㎡の高台広場、芝生広場、新
河岸川沿いに緑道を設け、地域住民の方にご利用
いただけるようにします。
　日鉄興和不動産の物流施設「LOGIFRONT」
シリーズ案件は、全国で４案件を稼働しておりま
すが、さらに首都圏、中部圏、関西圏で４件を開
発中です。
　東京板橋での実績も踏まえて今後は、さまざま
な企業ニーズに応えながら、物流施設開発にとど
まらず、クレーン付倉庫、危険物倉庫、冷凍冷蔵
倉庫、Ｒ＆Ｄ、産業支援施設、データセンターな
ど産業用不動産事業にも積極的に取り組んでいき
ます。

　このたび、東京都板橋区で日鉄興和不動産と共
同で開発を進めてきました物流施設「MFLP・LO
GIFRONT東京板橋」が完成いたしました。ワン
フロア約１万坪というフロアプレートを有す
る東京都内最大の物流施設となります。
　年より物流施設事業を開始した当社とし
て、今回の開発は、MFLP船橋Ⅰ～ⅢやMFIP羽
田などで取り組んできた「街づくり型物流施設」開
発と同様に旗艦事業の一つに位置付けられます。
特に今回の「MFLP・LOGIFRONT東京板橋」
は、首都圏物流インフラにアクセスの良い希少な
立地、雇用確保の優位性も有する物件であり、入
居テナント様のサプライチェーン戦略上でも高い
評価を得ております。
　施設の主なスペックとしては、免震構造の採用
や非常用発電設備によるＢＣＰ（事業継続計画）
対応に加え、屋上に大規模太陽光パネルを設置し
て出力約．MWの発電を行い施設での活用、有

人のコンビニエンスストアやデザイン性にも配慮
した快適なエントランス・ラウンジを配置するな
ど、働く方たちに対する就業環境の最大限の配慮
や高い環境性能も施しています。
　また、広大な敷地を生かしたドローンの実証実
験の場と交流・共創を実現するコミュニティーを
提供する「板橋ドローンフィールド」を開設しま
す。不動産デベロッパーの枠を超えた産業デベロ
ッパーを目指していく当社として、ドローンビジ
ネス拡大のために、スタートアップやアカデミア
等さまざまなドローン事業者と連携し、オープン
イノベーションを推進していく場としたいと考
え、今回の構想を実施するに至りました。
　設計を担当した日鉄エンジニアリング、施工を
担当した日鉄エンジニアリング・佐藤工業には、
事業主や顧客の要望等にも真摯（しんし）に対応
いただいたことに感謝申し上げます。

　三井不動産と日鉄興和不動産による街づくり型物流施設「MFLP・
LOGIFRONT東京板橋」が完成した。日本製鉄の工場跡地に建設
した施設の延べ床面積は万㎡超で都内最大規模となる。ドローン
の実証実験の場やコミュニティーを提供する「板橋ドローンフィー

ルド」を物流施設に併設。東京・板橋区との防災協定で災害発生時
には地域住民の緊急の一時避難場所としても利用する。施設の設計
は日鉄エンジニアリング、施工は日鉄エンジニアリング・佐藤工業
が担当した。

MFLP・LOGIFRONT東京板橋
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２階　エントランスホール ２階　パークサイドラウンジ ドローン実験場

　本施設の設計のポイントは以下の四つです。

①ＢＣＰ
・板橋区の策定した地区計画に準拠し、「水害時一時避難施設」の機能を装備
し、地域防災拠点としての活用に資する施設としました。また、免震構造の
採用により大地震時の被害をミニマム化することで、テナントの企業活動お
よび社会復興の支援に寄与するものとしました。

②デザイン
・約，㎡の公開空地を、隣接する舟渡水辺公園・新河岸川管理通路と一体
整備し、河川沿いのエリアのコンテンツを充実させることで水辺空間の活性
化を図り、新しい風景を創出しました。
・外装は「白い波の彫刻」をテーマとした、長大壁面にアクセントを与えるデ
ザインを具現化し、地域のランドマークとしての存在感を持たせました。
・内装はエントランスホール、ラウンジなどの共用部を「清潔感、信頼感、清
涼感」といったキーワードを掲げてデザインし、従業員や来訪者が快適に過
ごせる空間としました。

③環境配慮
・Ｌｏｗ－ｅガラスの採用による熱負荷低減などの「省エネ施策」と、太陽光
発電設備の設置による「創エネ施策」の採用により、ＺＥＢ認証を取得しま
した。

④物流施設機能
・基本的な物流施設機能に加え、多角的な観点でテナントのオペレーションに
資する機能の充実化を図り、最前線の物流施設に相応しい装備としました。

日鉄エンジニアリング株式会社　檜垣茂雄

４階　トラックバース ４階　倉庫

６階　ビューラウンジ 地域に開放する公園
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■工　事　名：（仮称）板橋区舟渡物流施設計画
■建　築　主：三井不動産株式会社、日鉄興和不動産株式会社
■建　設　場　所：東京都板橋区舟渡４－３－１
■設計・監理：日鉄エンジニアリング株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：日鉄エンジニアリング・佐藤工業共同企業体
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造（免震構造）
■階　　　数：６階
■工　　　期：年２月２日～年９月日

※空撮写真提供：日鉄エンジニアリング・佐藤工業ＪＶ １階　ドローンラウンジ


